


弟を露亀は温海'そのまとに議もが澄田軽薄馬を先恕いよう漬験瀧が出て秦菩これがわ沌われの研薬韻題として､競輪に粟きな志の星して浮かが上がってきたのだと思う㊨ですが､組合闇題について躍論上のお等軽いをしている私たち灘F　こうしだ轟態に彊薗してはじめてそういう閲題は襲剣は轍めくみほじ務るというの背鰭､少々はずがしいことだと思うのぞす｡

われわれは組合運動を階級的､民室蘭経験北畠でいくとい
う観点から躍翰闘題に散り-み､態義兄もまた蚤の饗翁猛に煎り-まれつてかつ組織藩動に専念してこられだあけですが､その際に組合鍼組織閻頼経ついて竜艦たして本当は関心をは集ってきたといえるでしょ壷か｡と申しますのは､わが国の組織静観馨の大多額は公務員､公金体労飼諸と民間大企業労轍馨で､とり嶽曙一九五①年代乗から薯○寧代初醇藻での麗用増輔時期には､繰絨労錫藷繊輝夫は､-　もとより申小企業オルグ鍼金団的醗露とか､臨時工の本王滝紀宝ろ組合への編入とかも個人軸盟の壇域支蔀の組織化とか‥さま澄まの努力があったこと淀番定しま薯んが　-　嚢の憲味での未組織の組織化ではな-､組合が企業別組織の形態をとっていることからくる､雇用壇による既存組合の組合員数の自然壇に主としてよるものでした｡
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と聖装置蘭の理議の分野はづい管轄常え遼繁曾嬉藤崎轟音｡裁拭われは忠生より企欒別綾織馨頭か溌否定漕轡も嬢驚ばありま肯んし､霧蘇す為を繚粗食綬撥親鸞薗発露で連動聾義経して蒜なけ窓怒ら義SP紫蘭､棄綾瀬に､牽プレだ組織の緒蕩てい遜攫熊と加や離徴と誓う毯繊遼書籍饗等
嘉箋攣ること葦っ雷雲鼠めだ盛る将議瞬
基本頗理を邁馨え毒遼撃つ珪酸噸作業が翠足鞍で陸採譜うに雰思いま音｡
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組織灘的観点の再検鵜と地域燕鱒間接
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指導権を持っているね湾でばあ-ません播p Lかしそれば漂いして一定の影響甚与え馬ために大きなイニシアチブ聾発語していく邑とが必要であり､梁のた灘にも組織間題に真鯛艦撤りくんでいかなければならないという素つに思うわけです｡

そこでまず麗業別組織のなかは地域的団結の頗理を持ち込
んでいくとい夢その間題｡それは藍とえは､総評の組合のなかにも地域プロッ弟警つくって､肇の飽繊ブロックにかなりの耀隈を与えて霞嬰な役割を柴ださせでいる塗金のような組織がありますが､そういう鯛を歴輿約にも､現軽の闘争のなかから患もっともつと掘り出して研究していか怒けれ績いけないというのが第一です凌

窮二番目ほ､こ稿とならんで､いま襲観されている蒐載共
闘というものをわれわれは何が恕んでも強化しなければなら憩い｡

そる肇も護業別組織内報での企業の枠をこえだ地織的連携
鎗強化は'企業別組合の組織的鶉点を亮服し､組合組織内の階級的団結の意識や経験電器讃す邁組織的方策となるのですが､同一地域内の､産業の違い聾こえださまざまの組合の英閲は'そうした頗向をいっ牽う掘進するはずです㊤蜜ぜ慈魯亀こぞは､麹域内の中小･琴線労勧看､賃金､労鶴翁枠､雇
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ぐむところから､餐輩には蒋忠恕･信条や毀競襲縛の茜がい慈違えた巽韓的要求で統看る霊薬｢統高聖域思擬絶経験が蓄積哀楽労観戦縁の轄潜に資本齢か怒立じ治績の統一寧っ憩だてるための繋攫溺つを緩ださ蒸霜から昏すめ護して､この盛うにして蓄積漆熱だ経凝議蕎強弱虚業別組懸諺なかに戻って湾をならば､そ瀧ば彊送配電灘澱奮苗撥蔦衷大きな薗粟を撥つと涼肇こと媒慈いで義塾畿しょ争畿笑単軌を積み轟漣でいくなかで鶴産業別鰹織の袈麗差置甚薫蒸､強化にも役立雪寮いく陪選い起草忠恕雪狸は濁す｡　芽
そして最後にこの斑蟻発閲の発露は､藤懸輪は馨の遊戯の

市民が抱えて鱗惹き慈澄まの繋､こ統絞蓬国的纏規模で

用､労繊基本権などあらゆ透間題にわだって､てほぞ粗以上一歩竃醸る護との寧輩ない要求遥婿
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